
令和８年熊本地震における熱中症対策

記録的な酷暑の中、震災復興における熱中症対策に、県・関係省庁・関係機関と連携して対応

【避難所における熱中症対策】

⚫ 避難所に飲料水等の物資が十分に行き渡るよう、

①医療関係者の情報を踏まえた各避難所のリスク評価

②物資の分配計画の策定

③避難所への物資輸送

に関して医療関係者・県・関係府省庁と調整

⚫ リーフレット等の資料を活用した各避難所における熱中症対策の徹底

【避難所以外の熱中症対策】 

⚫ 車中泊対策として、熱中症とエコノミークラス症候群のチラシを作成し、
医療関係者・警察関係者を通じて個別配布を実施

⚫ 今後受け入れが本格化するボランティア従事者の熱中症注意喚起の事
務連絡を発出

⚫ 県・市町が開放可能な民間施設のクーリングシェルターを抽出し、県の
ウェブサイト等で公開・周知（随時更新予定）
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